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拗

ぶる遭とE

・ 1港北区師同地区

年には「師岡地区社協事務所Jを開設している。

港北区の東側で鶴見区に隣接し 4つの自治会 0」内会で構成された

地区。約4760世帯 10500人が居住。地域ケアプラザなどの公的施

設が遠いことから 師岡B」会館を積極OIJに整備 運用してきた。平成29

麒
▲押 合ホームヘーシ

師岡ことも学習会

子どもたち自身で習いたい先生

(大学生)を選び1対 3～ 4人でグ

ループになり 持参した課題や学

雷会備品のドリルなどを使い、質問

しながら自習します。

▲▼

"FrOし
やべりしながら

員っ直くな限差して教わつ

ています

「子どもたちのためにできることつて?Jとぃぅ想いに

市内の 18区社会福祉協議会ができること

「地域の中で『子どもたちが安心できる居場所づくり』を通じて地域や関

係機関が連携し、支援が必要な子どもたちに気づき支えあえるネットワー

クをつくるJ この姿勢でサポートします。

ボランテイア臓座の開催、募集

助成金制度の情報提供・活用

関係機関、施設などとの調整

自治会 町内会、地元企業などへの広報

U円職、機関との調整     など

ボランティア 担い手の確保  >
活動財源の確保      ●
活動場所の確保と設備整備 >
認知度を上げ協力者を得る >
子ともの対応などへの助言 > ▲ (後列をから)藤原■員 池II事務局長

(前列左から)片桐職員 高須彎員

もろ  おか

師団こでも学習舎 く蔓
小学生が学習やレクリエーションを通してまちの大人たちや大学

生とふれあう場です。昨今、放課後や土日にも遊ぶ姿を見かけにくく

なつてきた子どもたちが、学校だけではなく、地域の中でいろいうな

力を吸収して成長できるようにつながりを持ちたい、との願いから実

現は した。

【活輛 要1 ~
0内 容 :|[)大学生ボランティア中心の学習サポート

2工作や実餞などで交流する「みんなの時間」
0毎月第 3日曜日 午後 1時から4時
●師岡町在住の1ヽ学生 Q材日1睡 薗曖53)

0師岡町会館2階 ●参加費無料・利用登録制



学齢期の子どもを同じまちに住0大人が見守る「子どもの居場所づく
り」の取組が広がりをみせています。「つながりによる見守りの目」は、子

どもが家族以外に安心できる大人と出会い、自分の存在をありのまま受

け止められ育つていくことや、日常に垣間見える子どもの」ヽさなSOSに大
人がいち早く気づけることにも結びつきます。

地区社会福祉協議会が住民の想いを形にした港北区師岡地区←1)の

「 師 岡 こども学 習 会 」を紹 介 します 。(以下 社会IB祉協口会を社協 と略します)

イ '・
|

チラシは意見を寄せ合い校正を重ね 地区内の全戸に配布した

「地域向けの活動報告会Jをし大学生の想いも直接聞いてもらつた

ホームページで様子が分かるようにした

師岡こども学習会の

3つのコンセブト+4つ目の展開

一̈̈

大学生が企画 発案し地域ス

タッフとともに準備した工作や実

験 ゲームなどを全員で楽しみま

す。子どもたちは無心に遊び 大

学生は「楽しみながら教える」と

いう新鮮な体験をしています。

。「師岡0まわりJ←らなどで培つてきた人間関係も子ども

保護者の参加動機になつた 02 平成11年から続く未話
学児保護者商齢者の多世代交流サ0ン 毎週月昭開催〉
・ 外国籍などで言葉が通じにくい方も来てくれている
。見えないSOSを感じたときにも声をかけられる
。子どもは減の近い大学生に より打ち解けること

▲地区社協●務局長の坂口さん (左

学習会代表の今村さん (右 )

▲空気砲をつくり

風船を■はす実,

く大学生0手製
のカルタ取り

も大盛況

`ミ

〔llノ
°
「
賞言]鼎閻 黒晨軍→ル仲間なυ

・港北区社協ポランティアセンターからの情報レター

・進路をふまえて」ヽ学生や地域でポランティアする人たちとの交流を希望

・他の大学の学生や地元の大

人たちともつながることがで

きた
。地域の成り立ちを知つて愛着

がわき視野も知識も広がつた
。企画を提案でき 一緒に作り

上げる達成感がある

ハハ
・

18区社協が応えます

師岡こども学習会には、地区担当職員を

窓□とし、立ち上げ検討期から先行事例の

見学や担い手の募集などに協力してきまし

た。気軽に立ち話ができる関係性を大切

に 市 区域での広報周知 学習会への出席

などサポートを続けています。

また啓発やネットワークづくりに取り組む

と同時に「ちょっと気になる子がいるJという

声や、子どものSOSにも対応ができるよう区
域での相談窓□を目指しています。

区社協広報紙で

活動の様子を

発信しています

日常的に見守るまちになる

きっかけづくりのために 区

内高田地区では講座を開催

く広硼籠

〈港北区社協ホームベージ)
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横浜型児菫家庭支援セン,一の相談員

児童憲庭支援センターみなとで働く

ふ く な か  ひ ら の り

児童家庭支援センターの相談員

子育てや家庭に関する悩みに向き合い相談 支援

する専円贈で 社会福祉士など児童福祉法第13条

第3項の各号いずれかに該当する者。児童福祉事
業の実務燿験と各種福祉施策への熟知が望まれる。

横浜型児童家庭支援センターについて

児童福祉法第44条第2項に基づき設置され横
浜市の認可を受けた児童福祉施設。児童養護施設

などに併設されている施設と 独立して設置してい

る施設とがある。現在市内に10か所あり各区に1

か所の設置を計画中。

市内在住の方を対象に、相談事業、養青家庭等

支援事業、里親子 フアミリーホームなどへの支援

広く地域住民を対象にした地域交流事業 子育て

短期支援事業l・ )などを行う機関。(X千 J月にあたって

は区役所または児童相談所での利用登録が必要)

児童家庭支援センター みなと(中区)

市内3番目の横浜型児家センとして23年 10月に

開所。運営は社会福祉法人 キリスト教児童福社会。

児童姜護施設「聖母愛児園」の敷地内にありおも

に中区からの相談に対応する。

E http://seiboa"ien com/minato/

1問合せ】横浜市ことも青少年局 ことも福祉保腱● ことも家庭ロ
8671‐ 2375

ウェルじゃん求人情報

薇浜市介護人材求人情報システム

福永 寛徳さん躙きました

子育てをする中での悩みことを

寄り添いながらいつしょに考え

サポ…卜していきたい

■0囃■‖HDしだきつ
"

卜 大学の福祉学B3で学び 児童養護施設での実習や学習

支援ポランティア経験から熊本県の益城OJにある児童

姜護施設に就職しました。その後 同じ法人が運営する

横浜の聖母愛児園に異動し 児童家庭支援センター (以

下児摯セン)みなとの開設にあたり相談員となりました。

日々の仕事

レ 区役所や児童相談所からの紹介のほが、直接問い合わ

せてこられた保護者からの相談を心理士とともに電話

来所訪問メールでお受けしています。保護者だけでなく

子ども自身の行き詰まつた想いを解きほくしながら聞き

取り解決方法をいつしょに考えます。また お預かりした

子どもと共に過ごしたり関係機関との調整や協力 地

域交流事業の企画運営なども行います。

心

…

■にと

卜 子どもが構えず安心できる関係性を築くことは 子ども

自身の想いを引き出すためにも大切です。子どもの個性

を大切にしその子のことを知ることが大事だと考え遊

びや散歩などを通して良い関係性を築くようにしていま

す。また特に保護者には自らの力を信じて解決に向かう

よう話を聞きサポートに努めます。

■び・やりがい

>子どもの成長を間近で感じることができること子どもに
改めて向き合おうとする保護者に寄り添い その親子の

人生に関われることです。また 児家センは新しい仕組み

のため 充実させていく手ごたえもあります。

この仕申を目■す人ヘ

レ 子どもと家庭を取り巻く環境は日々 変化しており「学び

続けること」「ソーシヤルワークのセンスと′ヽランスを磨

くこと」が求められます。それにもまして支援を通して得

られる喜びは大きいです!

くスタツフ会澤の様子

支援方針を全体で協凛 共有して

います

>地域交流事業は児家セ
ンを身近に感じていただ

く大切な機会です

イースターエックづくりで

は ■くるみのウサ■に

分して場を和ませました

⑬
婦
賊
曹

●



横浜市ポランティアセンターからのあ知らせ

地域ケアプラザで出前露座 誤吻
企業の社会貢献活動は、その企業が持つ強みを生かすことから始まります。横浜市ボランティアセンターは、企

業の「誰に、どのような形で貢献することができるだろう」という想いに応える相談窓□です。実践例として今回は、

地域での振り込め詐欺の多発に悩む地露ケアプラザで金融被害防止を目的に実施した出前講座を紹介します。

ボランテイアセンターでコーディネート >講座実施ヘ
▼

sMBCコンシユーマ=フアイナ
ンス株式会社

横浜市もえぎ野地域ケアプラザ
(青葉区)から…

O青葉区内では振り込め詐欺などに
よる金融被害が毎月のように発生

し被害額が大きい

○地域の方たちにむけて、金融トラフ

ルを未然に防ぐための働きかけを

できないか

SMBC]ンシューマーフアイナンス(:釉横浜お客様サービスプラザでは

顧客の多様な資金ニーズに応える消費者金融サービスを提供する

なかで 地域社会とのコミュニケーションを大切にしながら地域住
民のニーズに合わせた社会貢献活動として 次のようなことを考え
ていた。

Oお金に関する知識や判断する力 (金融リテラシー)をよりたくさん
の方に身につけていただきたい

O全国のお客様サービスプラザで金融経済教育活動を行つている強
みを生かして、金融リテラシーの習得支援に応えられる

「知つて撃退 !金融トラブ′L」
「振り込め詐欺は他人事 私は大文夫Jという意識を変え 金融トラフ

ルについて正しく理解し、被害に遭わないための講座をもえぎ野地域

ケアプラザにて開催しました。(講師 SMBCコンシューマーファイナン
ス卸横浜お客様サービスプラザ 河底誠さん岡田由紀さん)

●詐欺の具体的なイメージを喚起するため、県警ホームページから

実際の犯人の電話の声を利用
0青葉区内などの被害件数 被害額が予想以上に多く 増加傾向にある現状を伝える資料を用意
講座後 参加者から詐欺に遭いそうになつた経験を話されたり個別に相談をするなど 早速反応がありました。

参加した人の感想

振り込め詐欺などのトラブルが青葉区で多いこ

とは自覚していたなか 今回の講座の話があった。

講師が準備した犯人の電話の声はまるで本当のこ

とのように間こえて 気を付けなければならないと

改めて思つた。

おかげさまで、自分の周りでは金融被害に遭つた

方はいないと聞いている。しかしこれから自分の所

属している老人会でも、今回の講座をうけて 注意

喚起や勉強会を行おうと思つている。

振り込め詐欺を防

くには 日頃から

連V3を 取り合うな

ど家族のコミユニ

ケーションも不可

欠です

講座に来られた方

が ご近所やお友達

に詐欺を末然に防く

trントを話してくだ
さるとうれしいです

く講座を担当した

サービスプラザの

河底誡さん(左 )と

岡06記さん(も )

▲講座の様子(29年 12月 15曰 )

紹介した講座の他にも、地域ケアプラザやポランティアセンターと企業が連携しながら地域課題の解決に取り

組んでいます。地域課題の解決のために企業と連携してみませんか。また、企業の皆さまからの「こんなことが
できます」といつたご提案もお受けしています。お近くの地域ケアプラザ 区ポランティアセンター(区社協内)
を通して横浜市ボランティアセンターがオーダーメイドでコーディネートします。まずはご相談ください。

lrd6t )fr;litfirvt lvn>'- a2o1-8620 f}



ご支援 ご協力ありがとうこれ まヽした。順不同 敬称略 29■ OB10■ 2月初 0分

薔意 銀 行  金 鶴 寄付 者
●横浜市社会福祉センター利月者―同
●土志日建設株式会社
●株式会社 悠石
●山崎 泰則
●横浜市女性0体連絡協議会
●宗教琺人 真如苑
●株式会社 鉄信 神豪Л工事所
●横浜冷凍株式会社

善 意銀 行  物 品 寄付 者
●えほん

“

み哄 高ヽ原和樹 永丼みさえ
●横浜伺 調金庫
●株式会社 日立物流南関東
日立物流南関東「まこころ基金J
●千代ロイとI建設株式会社

●株式会社 アルプス技研
創業者 取締役会長 松井 利夫

代表取獅役社長 今村 痛
●クライシスサポートセンターnO b
代表 壊中 洋平
●匿名 (1件 )

よこはま あいあいこ金 寄 付 者

●公益財団法人 神奈川霊口

陣害 者 年 記念 基 金寄 付 者

●共に生きるふれあいバザー

実行委員会 代表 綱川 撻― (24)
●ふれあいチャリティーバザー

実行委員会 (3件 )
●パナホーム株式会社 神奈川支社

横浜みなとみらい営業所

福祉 二 金 寄付 者

●株式会社 アカ ∫―トナーズ

●匿名 (2件 )

ヨコハマ寄付 本寄 付 者

●横浜市葛SO地 域ケアプラザ
利用者―同
●株式会社 ジェイコムイースト

横浜テレ∪局(2■ )
0横浜市社会福祉センター
千り用者―同 (3件 )
●横浜市保土ケ谷区社会福祉協議会

(2件 )
●横浜市東永谷地域ケアプラザ

0三上塗装工業株式会社 (2件 )
●横浜市南区社会福祉協議会

0」 Xエンジニアリング株式会社

●認定的PO法人
横浜移動サービス協議会

●株式会社 バンテック (2件 )
0株式会社 バンテックセントラル(2件 )
●損保ジャバンロ本興亜株式会社

横浜支店 営業第一課

●横浜市中区社会福祉也議会
●ウィリンリヽ 浜 利用者―同
●鈴木 出
●鈴木 聡了(2件 )
●楢岡 息美子
●匿名 (10件 )

【問合せ】
横浜市ポランテイアセンター
●201-8620

横浜市社会福祉協議会からのお知らせ

▲基調謗演を行つた

阿部 彩 教授

(首』大学東京 都市教養学部)▲サテライト会場健 康福祉総合セ

ンター)で生中継され,馨子

El体会員

NPO法人神奈川県腎友会
林式会社よこはま住生活

関東自動車共済協同組合

神奈川県支都

株式会社江戸清

個人会員

青木仲久

中丸良久

斎藤 史郎

内海刊行

岩」繹郎 lF・5含tl
横浜市社会福祉協議会

総務88総務課
順不向 敬称略 ●20,-2096

く大通り公□で行われて

いる「失に生きるふれあ

いバザーJの様子

1静
童葛i言】骨i:l記調ilil]Iを毒li:|
商品提供と幅広いボランティアの協力を行て毎回頑張つており

ます。今後とも皆様のご協力とご支援をよろしくお願いします。

1代
表 綱川 健―

|

「第3Dよ こはま地i或福祉フォーラム ～縁が織りなす支えあしヽ～」実施報告
l,|ヨ○名の方にご参力Dいただきました

29年12月 8日 〈金)に 3会場 (県立青少年センター 横浜市教育会館

億饉福祉総合センタ )にて開催しました。午前の基調講演てはより

多くの方にご参加いただけるよう 主会場の映像と音声をサテラ

イト会場に同時生中継。「子どもの■困」に対して地域ててきる

ことを考えました。また午後には、地元横浜の先進的な助けあい

活動の実践事例を4つの分科会て報告しました。(※次年度も開催

を予定しています)

〔問合せ】横浜市社会福祉協議会 企画部企画課●2012090

賛助会員のご紹介

ご支援 ご協力ありがとうございました。

29年 ll月 10～30年 1月 31曰
新規受付 継続受付分

みんなの   あじJがとか 纏龍師出轟認靭鶴:[鼎塾ま丸

今回は 年に複数回のチャリティ活動を行い、長年にわたって継

競的に金311寄付をいただいている団体を紹介します。

団体の説明             ¨

共に生きるふれあいバザー実行委員会は平成12年に発足し

中区肢体障害者福祉協会を中心に中区及び横浜市内の地域作

業所 福祉団体などで構成されています。身体障害者の福祉向上

と社会参加を目的として市民の方との交流を図っています。

障害者の日(12月9日 )に給食サービスを行うほか 大通り公

園で月1回のパザーを行い 売上の一部を 障害者年記念基金

へご寄付いただいています。

＼ ご寄付
いただきました1(障害者年記念基金)/

共に生きるら、れあいバザー実行委員会



み んなの声
0

ん)

0
介護職に就き約5年。高齢者 障がいがある

方々の支援をどの様に考えていくか と思う
なか 地域の方々の協力見守りの対策にと

本誌を手にしました。福よこには「ありがとうJ

がたくさんあり私も頑張ろうと思いました。

(市内 FIさん)

曰吉のケアプラザP'イ とゞビスのお手伝t=:τ

(漕 Jヒ区 根本 和贅 ん
)

わ

前号の感犯  |

&fra.d=>iivfraa&?tta
**<t6*(:a6afirLrTr"
(ari{a K Had)

今号の住民支え合いマツプ作りに大

変関′bを持ちました。私の住0街には
この様な仕組みはなくこの活動の輪

が広がっていけば多くの人が豊かに

なるのではないかと感じております。

今後の更なる活動を応援しておりま

す。次回号を楽しみにしております。

(市外 藤田智―さん)

鍼      [鬼F

1巫
安全のサポート

に .

応募方法

はがを FAX Eメールにて

もの項目をご記入のうえ

下記までお送りください。

抽選で15名の方に
ブレゼントを差し上げます。

締め切 り :

30年4月 30日 (月 )

T231-3482
横浜市中区桜木町1-1

横浜市社協

「48よこクイズ」係

FAX:045-201-8385

クィス唄妻善房b
クトな防犯ブザー」ブレゼント!

Ql特 集 :師岡こども学習会の定例開催日
は 句月第0日曜日で魂 (数字1文字)

Q2福祉の仕事:今回インタビューした福永
さんが働いているのは児童家庭支援セン
ター000。 (ひらがな3文字)

03市社協情報 :第 3回よこはま地域福祉
フォーラムには○○○○名もの方にご参
加いただきました。(数字4文字)

前号186号の福よこクイズの答えは
01:25 02:ありのまま Q3:26 てした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

El-1, : f ukuyoko@yokohamashakyo.jp

※応募に関わる個人情報については 当選者への発送及び

福祉よこはま綱面4成の参考にのみ利月させていただきます.

し̈●

本誌は私たちのまち横浜にはこんなにも支えあい 想いあう心意気にあふれた活
動があることを市民の皆さんにお届けしたい―心で発行しています。そんな編集ス

タッフにとって 福よこクイズ解答とともに奇せてくださる本おへの感想は代えがた
い宝物です。「みんなの声 前号の感想Jもぜひご―読ください。

次
=〉
,に 188 30年6月 発行予定

ttniux frx611-ialt&G
i23 r,6462 friF6.FE&1d1r - l
ro45-20t 20s0 FAxo4s2or €3as
EJ-l! r lukuyok@yrkohamashakyo jp
URL : htto://M.yEkohamsshakyo.lp

「福祉よこはまJま

共同募金α分金の

―●を活月して発

行しています

|¬

お出かけ便利帳
移動のとびら●
外出に不自由を感じている方必携|
iお越ちヽ描備鬱場あ[ぶ

=ζ

iちgemJ2018年は絶賛1
移動サービス&ガィドヘルパーの情報満載
各区編とセットでお買い上げの方には

螂 筑区編J「磯子区編」「中 西区編」400円を
200円にてご提供します♪

墨爆品■.



σ 肝7年醐
様な貸会議室をご用意じ

PR

駅近 ! 便利な貫会議室のご案内

4～240名議で収容可能な研修室 会議室 実習室 和室など
28窒を備えています。少人数の打ち合わせ 研修 式奥と
幅広い用途での利用ができます。

横浜市社会福祉センター

全国200万人

カロ入″
htbr//www,fi*ushihok€n.co.lp

棗●●‐ ●予詢

0いす、介護ベッド
=どを備えた介護実習室

1・ 1「 111,
レイアウト、付帯設備の

設営は当施設にて

行います

福祉保健研修交流センター ウィリング横浜
TEL:847-6666 FAX:345-0799
〒2330002 横浜市港南区上大岡西161
ゆめおおおかオフィスタワー内

田館時間;9:00～21100

休館曰:年末年始 設備点検曰

みなとみらい地区が
一望できる会麟室も
あります

横浜市社会福祉センター

TEL:201-2060 FAX:201-6116
〒2310482横浜市中区桜木町11 横浜市健康福社総合センター内
園館時間:平09:00～ 21:00(■日祝日は17:C10まで〉

ウイリング横浜

指定管理
=:社
会IE性法人

休館曰:毎月最終月暉0
年末年始 設備点検曰

薇浜市社会■■彗●全

広告

年間保険料 (1名あたり)保険盆目

l il    __ |    |

1,320万円 1.800万円

`償"害
保険金 ]320F円 1馳 円

| ― '・ 11三 6500円 10000円

′

9 莉騰
入胸 輸 65000円 100000円

外来の手術 32500R 50000円

議隔供陵金ヨ額 4000円 6000円
」曰u■c,晨 】躙 D
■■00■

“

■n■ l「日 :
| |‐  ‐ 、 : 300万円  ,■

Ｈ

■
賠償責日 東険金
(対人 対物哄コ

5●円‐沐β神

(豪 )天災タイプでは 天災(■8嘔 火ま
たは澤波)に基口する●保瞼を自分
のケガを●●しますr伏災た瞼●保
特釣条項)腱 rl賣任の■■につい
ては 天災に起口すう場合は対彙に
なりませ′_

…
 
…
福祉保険サービス

齢
`♀

需3::路:3『能
'野

鴇12fPS
この憚崚は 全国

'i会
禍社鶴■金が■薔保腱会社 ―括して,籠す0団体

"鉤
|●

●― ● 社留m腱人全国社会福祉協議会
颯躍0■書保完̈

●■■m鰤
“
二
'

■付●口 :平日の
"∞
～1■
"(■
日掟口 12/01～ 1/3を除器 す。)

～目的や立地に応して使い分けられる2施設～

会議窒は24～ 108名まで ホールは306名まで収容可能で

日本国内でのポランティア活動中のケガや賠償責任を補償 r′

天災タイブけ)
(基本タイフ1地颯 1大 渤

保険金をお支払いする主な例

(SJヽ K10 10,21 201,20"〉

す。ぜひご活用ください。

―̈―１
１

１

「
“

ボランティア活動保険

一

ン Aプラン Bプラン

基本タイブ 350円 510円

500円 フ10円

サ ー ビス

ホールは、研修会や
講洟会などの会場として

:


